
人口統計から
人口総数・ 込 105， 122人

目主帯総数.~甘す 22， 331世帯

函寝. tll鯵 67.97k盟 2

人口密度・ 域'í 1， 547人

前月に 372人 109世帯が増加し

た。 5fll 毘しらベ」

市
は
、
第
一
一
部
自
の
中
小
企
業
金
融
対
策
要
墳
を
き
め
、
平
塚
信
用
金
庫
に
溺
金
一
、

0
0
0方
向
を
あ
ず
け
入
れ

ま
し
光
。
信
用
金
庫
で
は

ζ
れ
に
自
己
資
金
一
T
0
6
0万
円
を
都
足
、
五
月
一
白
か
ら
、
総
額
三
、

0
0
0一
万
円

を
限
度
と
し
て
、
市
内
申
小
企
繋
者
に
岬
聞
出
し
て
い
ま
す
。
に
の
融
資
事
業
は
、
市
内
で
、
健
全
な
濁
寸
業
を
い
と

な
ん
で
い
る
人
ぞ
た
ず
け
る
の
と
照
時

H
L、
ζ
れ
を
呼
水
と
し
て
、
中
小
企
業
へ
負
金
融
構
爵
が
、
ど
ん

F
Tん
時
融

資
殺
す
る
よb
し
む
け
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。
ふ
だ
ん
、
今
聞
の
融
資
の
貸
出
無
口
で
あ
る
得
用
金
庫
と
取
市
関
係

の
な
い
人
に
も
貸
出
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
と
く
に
、
容
紹
企
業
者
に
謹
点
的
に
ふ
り
む
け
る
方
針
を

と
っ
て
い
ま
す
。
。
利
用
を
お
す
ふ
め
し
ま
す
。

5 月号

台、

をつくり，お互いに手伝いあっ

て全部落の苗代に一斉に種をお

ろすならわしとのこと。この日

午前中に約 5 ヘクターノレの穣ま

きをおえ，午後は豊作の前祝い

とレクリ忠一、ノョ γをかねてプ

ザのサ γ ミでイッパイかたむけ

ていました〔写真上共 e 向まき3

品再雪/初主主の

陽ざしが全部落にふワそそぐ 5

}j lO田，城島の小鍋島は部落総

社iの茂代。共同種まきで明るい

にぎわいを見せていました。 i可

部落の人の話では，この共向ま

きは明治の脅から50年来小銃島

に伝わる年中行事で， 70戸の全

農家が隣組単位に種まきの組み

主己呂買監森歩

す

続税カレンダー

B月@県市民税 守白第 1 英語

7月 6 窃定資産税、都市

計額税 第 2 其耳

昌男@康市民税 君事 2 期

9.F.l . "盟定資産税、都市

計磁税 第 3 其E

10月@祭市民税 ず 第 3甥

11!号 e 窃定資産税、都市

計関税。 。 第 4 英語

1m- 祭市民税 第 4 其耳

税金は@臼がけ

月がけ@心がけ
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ノレローン・・……咽・…口…・・ 585， 682， 869円
券等

金H ・ a ……....….... 66， 038 ， 350内

金…・…・…...・ ....622， 842 ， 169門

金….....・ H ・-・ 6・…・ 20， 254， 665円

752， 808河

積

山
同

金

現金，預ケ
有価

上陸

議

さ当

預
貸

シ
」

資もむとはみ設さま

ま
立

益利

穫
期御礼



台、

表
山
覧

叫
一

叫
怒
川
察
仰
投
九
川
弘
詳

門
市
長
就
径
の
こ
と
盛
山
町
僻

地
方
自
治
体
の
首
長
の
四
年
間
同
ひ
と
の
改
選
は
、
一
応
の
決
算
期
と
い
う
わ
け
で
、
山
由
美

乙
の
撃
に
、
雲
撃
の
任
期
中
に
、
重
露
政
は
と
つ
な
っ
季
、
乙
れ
を
改
山
勤

め
て
自
社
幹
一
的
な
紫
轡
在
昨
年
げ
な
が
ら
、
布
民
各
位
に
御
報
告
し
榔
設
問
す
る
義
務
を
仰
会

首
長
は
果
さ
ね
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
川
議

き
で
乙
の
童
書
室
じ
て
、
ふ
だ
ん
宮
の
広
報
活
動
の
締
め
く
く

2

い
川
市

長
手
言
、
主
く
し
は
忠
実
に
霊
童
し
き
もP
で
す
。
そ
の
結
果
、
患
仰
い
、

い
に
し
て
撃
な
襲
警
得
るζ
と
が
で
き
、
よ
ろ
し
い
、
そ
の
撃
に
も
と
ず
い

m
討

て
も
5
一
四
年
潟
、
努
力
せ
よ
と
い
う
御
支
持
重
い
た
わ
け
で
あ

P

ま
す
。
町
駅

か
え
む
み
れ
ば
、
わ
た
く
し
は
言
語
霊
台
、
一
開
放
に
は
ず
ぷ
の
し
ろ

5

と
、
径
約
を
伽
行

が
果
せ
る
わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
各
方
法
雷
雲
な
人
び
と
の
お
力
総
え
は
申
す
ま
で
向
指

も
な
い
乙
と
な
が
ら
、
も
っ
と
も
だ
い
じ
な
の
は
市
民
の
世
論
の
支
持
で
す
。
乙
れ
が
山
間

あ
っ
五
じ
め
て
わ
き
し
も
義
章Z
と
が
で
きE
け
で
す
。
受
付
E
W

初

口
駅
員
設
と
い
う
一
誓
控
え
て
み
て
も
、
震
の
世
論
が
玉
に
な
っ
て
は

m
年

じ
め
て
案
説
し
党
の
で
す
。
ゃ
れ
賛
成
だ
や
れ
反
対
だ
と
き
わ
い
で
い
た
の
で
は
ダ
メ
仇
訴

で
す
。
世
論
の
一
本
化
は
す
な
わ
ち
和
で
す
。
モ

C

て
わ
た
く
し
は
、
烈
は
刀
に
ま
仇

さ
る
と
い
う
モγ
ト
ー
を
か
か
げ
ざ
る
を
議
な
い
の
で
す
。
乙
ん
ど
の
立
候
摘
に
あ
た
仰

つ
て
の
公
約
の
ひ
と
つ
、
平
塚
駅
の
駅
舎
襲
警
襲
撃
引
込
み
に
就
き
ま
し
て
叩

も
、
世
織
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
は
じ
め
工
そ
の
実
説
が
可
能
性
を
お
び
て
く
る
。
ま
さ
叩

か
反
対
も
あD
ま
ず
ま
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
器
産
の
刻
警

C
E

っ
て
撃
な
山

葬
を
し
き
で
は
、
ま
と
ま
る
君
主
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
。
問

わ
草
揮
抱
負
都
議
の
う
ち
に
行
わ
れ
た
合
併
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
商
業
@
山

工
業
@
農
繋
の
一
一
帯
型
鰐
を
ひ
と
つ
に
し
党
躍
紫
都
一
向
の
形
式

u

ぜ
そ
な
え
る
に
塗
っ
た
の
仰

で
す
が
、
乙
の
形
式
に
会
主
い
内
容
の
充
実
事
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
自
治
仰

弘

団
体
と
し
て
の
去
と
笠
間
霊
祭
じ
て
ゆ
く
の
は
今
後
の
問
題
な
の
で
す
か
ら
、
ゎ
問

先
く
し
の
責
任
は
も
と
よ
り
の

ζ

と
、
夏
畑
一
類
新
党
に
各
地
区
を
地
盤
に
え
ら
ば
町

長
室
霊
童
の
使
命
も
妻
、
お
え
ら
び
に
な
っ
た
十
万
重
量
書
草
刈

宣
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

g

お
手
に
託
基
し
う
し
て
揮
然
一
体
と
昔
、
ゎ
仰

が
同
車
す
る
義
市
の
霊
と
撃
の
互
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
問

少
々
箇
苦
し
い
こ
と
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
室
、
わ
き
し
り
山
演
は
、
菱
川

ら
?
?
?
揮
で
の
告
白
し
た
も
の
で
す
。
継
続
事
業

i

同
支
援
軍
事
完
成
仰

や
下
水
や
道
陣
川
計
画
を
ふ
く
め
た
都
市
改
造
事
業
ま
た
は
首
都
思
議
訣
に
お
る
仰

以

工
場
同
地
や
住
宅
街
地
の
設
定
等
べ
そ
れ
ら
は
吋
高
知
や
担
ま
す
が
、
教
育
議
員
会
と
も
刷

以

緊
密
な
協
力
の
も
と
に
ぺ
霊
増
に
伴
う
教
室
の
増
喪
主
詰
市
内
被
戦
決
害
復
叫

事
U
て
い
な
い
講
堂
や
社
会
教
育
の
セ
ン
タ
ー
党
る
ハ
ム
民
館
の
建
設
志
考
え
ね
ば
な
白
川

ま
せ
ん
し
、
青
少
年
問
題
の
や
か
ま
し
い
こ
ん
に
ち
、
本
市
と
し
て
も
真
剣
に
背
少
年
制

の
不
良
化
防
作
事
社
全
療
境
の
浄
化
的
題
と
も
寂
組
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
聞
例
え
ば
観
光
事
業
に
つ
い
て
も
し
た
い
仕
事
は
山
ほ
ど
あ
る
の
で
す
か

い
ず
れ
に
せ
よ
、
健
全
持
政
の
基
盤
の
上
に
立
つ
て
の
こ
と
、
過
去
四
年
障
に
倍
す
る

市
民
の
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を
得
て
、
羽
朗
平
塚
市
の
釘
づ
く
り
に
精
進
い
た
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
戸
川
良
雄

1 春日聖子中

2. 富士見小
3. 江南高校

4智江 [ll� 中

5 体育館
6. 市役所

7. 見付合公会堂

8. 崇善小
9. 松原小
10. I日花氷小分校

11. 花水小

12. 浜岳中

13. 農業会館

14. 港小

15 太洋中

16 高浜高校

17. It也小
18. 大野支所

19 中原 'J、

20. 八幡公会主主

21.大野小

22. 壁崩小

23. 神田小

24. 城島小

25. 金田健民館

26. 土屋小
27. 吉沢小

28 関崎小

29. 金目小

計
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お

宗
国
務
}
吾
々
に
最
も
身
況
な
地
方
選
草
を
了
え
、
今
日
之

を
顧
み
ま
す
と
、
多
少
の
事
は
腕
と
し
て
、
ま
づ
汀
派
に
終

了
し
た
も
の
と
宿
じ
ま
す
。
授
露
間
態
弘
決
し
て
他
市
に
劣
ら

ず
、
修
伎
を
保
ち
一
得
ま
し
た
。
長
期
間
に
-
旦
る
、
此
の
む
づ

か
し
い
選
挙
の
事
務
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
の
、
並
々

な
ら
ぬ
締
努
力
の
賜
と
深
〈
、
感
謝
致
し
ま
す
。

今
回
の
選
誌
に
於
き
ま
し
て
、
市
民
の
欝
さ
ん
は
進
ん
で
主

ご
み
綴
言
権
蓄
の
妻
を
果
さ
れ
た
事

騒
議
懇
J悶
と
得
じ
敬
意
を
き
ま
す
主
(

y

パ
…
側
斜
持
判
明
獲
に
、
と
っ
か
今
後
共
乙
の
心
構

幾
重
山
ぷ
議
議
木

議
運
斡v
d
え
芸

t
Mれ
雪
、
大
衆
に
箆

j
S
5
3
1

せ
ず
、m也
知
と
し
て
の
誇
D

を

持
ち
暗
部
汁
ら
れ
る

ζ
と
を
。
ひ
た
す
ら
お
祈

P

致
し
ま
す
。

相
当
選
の
方
々
に
は
表
、
山
綿
祝
意
老
衰
す
る
と
共
に
、
甚
だ

時
間
越
な
が
ら
、
今
後
間
関
年
閣
の
御
施
設
に
対
し
何
存
変
ら
ぬ

締
熱
意
と
、
御
愛
情
を
傾
け
ら
れ
ま
し
て
、
蓄
え
の
常
に
熱

出
世
し
て
や
ま
な
い
、
回
る
い
幸
福
な
生
活
出
現
援
の
御
磁
援
に

御
抽
出
路
下
さ
い
ま
す

C
と
を
切
に
郷
緩
い
し
、
勿
論

ζ
の
事

が
必
ず
皆
さ
ん
の
御
力
に
よ
型
実
現
薮
す

ζ

と
を
信
じ
っ
、
ム

市
民
の
務
さ
ん
と
共
に
、
挙
げ
て
御
期
待
致
一
す
次
第
で
あ

D

ま
す
。
(
筆
者
は
酒
田
準
寝
寝
護
員
会
委
員
長
)

選を



マ
伊
勢
尿
町
平
塚
市
教
弾
認

A
B語
金
議
一
こ
の
初
議
会
に
よ
っ
て
選
挙
後
の
市

員
の
選
挙
結

マ
臨
時
町
民
的
問
検
資
立
合
人
の
互
選

内
藤
敬
一
お

担
、
新
金
社
員

須
賀
九
九
七

土
屋
昭
一
久
的
品

配
新
聞
凶
停
役
員

関
師
五
八
三
五

2 認は寸こ
の
遂
事
は
、
一
一
一
呼
一
偉
い
札
行
わ
れ
る
選
挙

vじ
地
方
民
@
会
同
国
民
の
臨

補
者
各
一
人
づ
つ
を
投
銭
ず
る
白
で
す
が
、
選
事
人
名
神
に
町
並
議
さ
れ

て
い
な
い
と
役
撲
で
き
ま
せ
ん

d

新
ら
し
く
選
世
帯
様
在
待

b

れ
た
入
、
ま
花
は
ム
「
ま
で
の
名
悼

r
Lも
れ
て

し
ま
っ
た
入
山
花
め
、
補
必
謎
草
人
名
岬
を
つ
く

D

ま
ず
、
名
岬
も
れ

に
な
ら
な
い
よ
う
泌
の
点
を
む
正
滋
の
上
申
指
し
て
下
さ
い

ー
、
今
回
m
w
M樹臨
ん
滋
挙
人
名
簿
は
五
月
十

五
日
現
在
で
一
調
製
さ
れ
ま
すο

2

、
雨
時
間
一
該
送
番

昭
和
十
四
叫
五
月
十
六
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
、
本
年
二
月
十
五

尽
か
ら
引
総
古
市
内
に
仲
怯
ん
で
い
る
人

た
だ
し
川
山
山
口
に
行
わ
れ
た
山
知
事
町
県
議
会
議
員
選
挙
お
よ
び
市
長

@
市
議
長
議
員
選
革
の
と
き
、
入
場
井
一
世
配
布
さ
れ
た
者
は
あ
ら

た
め
て
申
請
す
る
必
援
は
あ
り
ま
せ
ん

3

、
海
鴫
閉
鎖
問
問

五
月
十
六
日
か
ら
出
月
二
十
日
ま
で
、
二
十
日
午
後
五
時
間
を
過
ぎ

る
と
申
讃
レ
て
も
蛍
躍
さ
れ
ま
せ
ん
@

A

晶
、
出
叩
諸
手
続
殺

調
査
員
が
、
締
結
中
に
、
す
で
に
名
樽
に
猿
録
し
て
あ
る
人
の
入

湯
券
を
配
布
い
た
し
ま
す
。
そ
の
と
吾
甲
器
用
紙
を
た
ず
さ

4一
凡
で

い
ま
ず
か
ら
申
出
て
下
さ
い
。

調
査
員
に
串
山
叫
が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
(
二
十
日
)
を
過
ぎ
な

い
う
ち
に
、
時
陣
鋭
濃
事
管
彊
愛
国
民
会
事
務
南
町
(
議
事
堂
溜
側
)
ま

で
印
鑑b
t持
っ
て
お
山
山
掛
け
下
さ
い
。

門
平
塚
市
選
挙
管
穣
委
員
会
〕

もさ

LE;二三:

TEL 1021. 2707 

額

主義援波頭封切

平塚市平塚 5 8 9 

ノミ月(イセハラ行)六本橋{亭穏所在官

TEL 1 7 0 4 

動域

乎
塚
市
旭
劇
場
通
り

電
話
五
一
四
番
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5 月 11 ::3から、 3 才以上60才までの人を

対象に腸チフス@ハラチフスの予防注射

を巡却しています。チフスはこれから流

行湖、ぜひ近くの会場へG 料金はことし

はじめての人30河 (3 刻分) .毎年け受

ている人10Fl (1 沼分〉です。 17日以後

は静 18日潟入青年会館・四之官公民館

19毘真土公民館・見付台玄、会堂静 20 日

省三二見小包保絵所~ 21 日花水会館・須

賀公民館静 228須賀魚市場・農業会館

1 持30分~3 待。

からだの慈し、人、アレルギ一体質白人、

妓産婦、学校へ行っている人はのぞく。

事事長号

市
教
育
委
員
会
で
、
一
一
一
回
苧
度
自
社
会
教
育
方
針
と
議
点
他
国
内
を
き
め
ま
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
今
年
度
の
方
針
と
し
て
@
投
金
笠
間
施
設
の
務
棒
、
②
泌

氏
公
民
館
の
活
動
を
中
山
と
す
る
成
人
警
の
振
襲
、
③
膏
年
学
級
の
裏

r
肴
少
年
部
体
的
育
成
、
窪
田
術
文
化
の
高
援
と
叉
必
婦
の
調
査
討
議
、
⑤

社
全
体
育
@
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
な
ど
五
項
留
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
社
会
教
育
ぜ
ず
〉
め
る
方
法
と
し
て
は
共
同
明
学
選
と
#
活
学
習
を
お
し

す
す
め
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
、
街
る
い
人
間
関
係
を
つ
く

D

あ
げ
、
健
援

で
院
朗
な
人
扇
形
成
を
ね
ら

p
ι
レ
て
い
ま
す
。
と
く
に
お
滋
さ
れ
る
の
は

こ
と
し
の
護
点
策
と
し
て
動
指
揮
間
一
少
年
の
教
育
活
動
を
と

D
あ
げ
た
こ
と
で

す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
広
域
菅
洋
学
級
と
銘
う
ち
、
青
年
学
級
議
嗣
間
格

L
準

拠
レ
選
議
e

家
政e
家
信
各
重
品
事
-
蓄
積
し
て
い
る
ほ
か
、
臨
時
少
年

間
揮
の
育
成
手
段
と
し
て
、
よ
い
指
導
者
の
養
成
孝
行
う

ζ
と
な
ど
を
とD

き
め
て
い
ま
す
。

力、つら

この部の巡回狂犬病予訪注射からもれた

犬を対象に、 5 月 18 日から、飼犬のもミ録と

予防波射を追加巡回します。今度こそも

れなく受けさせて下さい料金は登録く鑑
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(5) 

湾
入
で
合
同
問
機
関
紙

初
会
@
広
報
護
員
会
@

青
年
会
の
襲
み
の
る
体
育
館
な
ど
水
曜
を

馬
入
地
反
の
郡
金
・
広
報
委
員
企
@
育
2
4

体
務
日
こ

年
金
一
は
、
こ
と
し
か

ι
笠
宮
古
一
体
の
機
宣

関
紙
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
と
教
骨
委
員
会
で
は
、
毎
週
水
隠
日
を
、

い
う
の
は
、
馬
入
針
金
(
総
代
津
田
初
見
付
合
体
育
館
・
閉
会
会
堂
・
同
武
官

二
一
氏
)
か
ら
三
、
0
0
0円
、
松
際
広
揚
の
休
館
百
と
す
る
こ
と
を
き
め
た
。

報
委
日
民
会
(
委
員
長
田
野
一
申
書
店
)
か
刻
印
が
き
わ
め
て
る
い
の
で
、
週
一

ら
一
日
一
、
Q
V
O内
つ
む
っ
六
、0
0
0
休
館
し
て
、
精
油

青
年
金
の
処
置
で
あ
る
。

御かけに

女なればどんな物でも

合第l屈けどんな御相談
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碑
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( 6) 

月
一
日
蕩
在
の
新
校
舎
議
転
、
二
十
一

1
.
{
z
.
‘
a
s
e
i
z
-
-
S
E
i
f
-
-
r

慮
、
z
i
J
1
J
L
g
e
t
-
-
z
t
r
e
a
s
-
-
-
-
t
i
f
-
-
2
1
2
1
5
J

一
円
ー
、1
a

比
一
活
文
化
の
向
上
機
金
の
少
な
い
農
村
婦
人
の
当
然
の
と
、
も
っ
と
新
し
い
村
づ
く
り
に
ご

九
年
五
月
一
展
開
十
五
周
年
、
同
一
一
一
十
て
よ
お
辺
、

壁
五
月
一
日
精
一
一
高
年
設
ぴ
に
体
京
成
社
内
を
目
論
見
市
内
各
は
け
口
カ

C

の
金
に
あ
た
る
の
だ
引
に
努
力
し
、
協
力
し
た
い
と
喜
三

一
“
同
日
山
地
反
の
婦
人
金
を
う
か
。
こ
う
し
て
一
理
想
か
ら
現
実
ん
で
い
ま
す
。
だ
が
瑛
在
の
状
態
で
山

富
兼
務
蓄
霊
襲
撃
挙
手
一
・
ふ
謡
'

一
日
，
w
d
J

対
援
に
そ
の
発
展
に
、
話
合
は
強
く
要
求
せ
ら
れ
、
寒
は
計
箇
が
計
画
と
し
て
出
来
な
い
、
川

る
に
致
っ
た
と
き
と
e

此
の
間
、
関
芯
\
\
は
呂
覚
し
い
も
の
い
夜
も
熱
心
な
人
々
の
足
量
の
虫
ま
ず
章
違
憲
許
可
、
乙
れ
も
〈

係
方
面
の
助
手
は
申
す
ま
で
も
な
く
諮
一
~
c
が
あ
る
。
沼
地
区
が
光
を
求
め
て
集
ま
る
よ
う
に
、
そ
色
々
の
関
係
か
ら
要
望
還
り
と
は
い
門

委
皇
室
品
不
阪
の
努
力
の
結
一
~
に
お
い
て
も
成
入
学
級
等
の
形
式
で
の
成
果
も
聖
護
ね
る
億
九
期
待
さ
か
な
い
。
喜
重
量
で
そ
の
土
門

誌
と
し
て
現
在
敷
地
一
万
五
千
坪
撚
舎
一
日
参
加
の
自
由
な
話
合
い
の
金
宇
一
設
け
れ
る
。
田
中
健
約
な
の
だ
か
ら
自
然
情
説
は
鈍
へ

は
二
階
獲
ニ
震
基
機
械
電
気
警
、
一
〉
て
い
る
。
だ
が
定
ま
っ
た
量
管
童
話
が
、
童
話
で
一
歩
一
く
な
る
の
が
あ
た
り
前
と
い
え
る
。
~

何
れ
も
最
新
道
の
採
気
採
光
等
実
に
良
一
}
な
く
、
あ
る
持
は
開
聞
く
所
に
よ
る
と
同

〈
邸
宅
一
既
り
ま
す
。
先
住
は
富
一
一
玄
宅
、
あ
る
時
須
賀
公
民
館
長
鞍
拶
須
賀
震
に
は
阜
~

蓄
さ
立
五
十
一
害
、
生
徒
は
お
は
霊
言
、
そ
麟
針
題
く
主
民
館
第
二

畿
警
機
械
お
一
千
九
条
霊
笠Z
童
生
湯
量

T

講
義
機
導
号
が
設
立
さ
れ
よ

麟
官
自
五
十
一
名
、
襲
警
五
一
円
る
不
便
さ
に
も
悩
を
う
ら
お
\
む
後
遺
警
警
の
活
躍
に
驚
〉

繍
繍
額
十
二
名
桑
田
喜
四
宮
白
翌
五
ま
さ
れ
な
が
ら
も
富
れ
る
な
}

鐘
欝
六
名
の
宅
百
八
十
八
互
い
色
々
の
テ

i

マ
喜
ん
で
、
乙
手
重
か
れ
る
腐
る
い
霊
的
な
雰
臨
ん
て
う
ら
や
ま
し
い
議
員
い
て
〉

繍
繍
鱗
胸
闘
で
、
脅
迫
一
糾
は
学
一
民
館
、
玉
川
良
何
か
を
魯
ょ
う
と
四
四
懸
命
で
す
。
気
に
心
強
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
い
ま
す
。
私
諸
島
に
も
是
正
す
七
の
よ
う

J

盤
機
機
業
務
b半
数
以
上
平
塚
草
山
一
円
「
殊
に
農
家
へ
の
移
入
型
第
一
放
機
ま
す
。
な
日
の
来
る
よ
う
に
と
煽
っ
て
い
ま
山

麓
緩
鱗
が
多
く
就
職
等
の
関
係
か
ら
一
で
つ
の
か
」
警
聖
子
!
?
に
す
る
と
、
合
併
当
時
、
い
や
そ
れ
以
前
か
ら
長
了
。
ぉ
玄

L
楽
し
み
な
が
ら
住
み
良
川

欝
撃
ト
ヅ
プ
ク
ラ
ス
毒
事
い
芯
季
最
警
間
近
い
し
と
を
い
民
館
と
し
て
の
館
が
ほ
し
い
長
つ
い
社
会
義
い
ず
弘
行
き
た
い
も
の
え

嬢
嬢
畿
麟
様
で
、
未
来
の
技
術
者
養
成
一
川
野
良
仕
事
の
疲
れ
も
見
せ
な
い
黙
心
て
い
た
も
の
の
、
あ
れ
か
ら

E
年
を
す
。

欝
畿
に
ハ
り
切
っ
て
扇
一
主
る
と
に
な
方
々
が
、
玄
一
一
人
答
れ
ば
か
し
ま
経
過
し
た
今
も
な
お
不
自
霊
感
じ
平
揮
裏
書
{

襲
撃
を
と
で
て
む
し
い
:
の
裏
話
車
を
か
け
る
な
が
ら
害
警
れ
て
い
る
。
量
ケ

1
1
1

鶴
本
校
の
震
と
で
は
単
な
一
正
振
り
げ
何
百
人
二
援
す
る
襲
撃
夢
言
い
誤
ら
、
も
つ
山
口
語
予
(
却
)
〉
一
創
立
当
ぞ
三

麹
は
る
す
言
語
、
史
と
一
一
か
か
わ
ら
す
、
越
冬
罰
百
れ
一
z
z
z
z
z
z
d

;
灘
輔
の
で
、
韓
国
語
を
併
設
し
た
一
票
量
一
な
注
意
が
必
姿
。
一
請
の
義
援
盛
一

議

c
i

号
室
生
一
課

A

章
作
の
た
と
え
、
豊
作
を
…
期
は
だ
い
た

E
E
l
l

-
r
j
y
の
蓄
に
よ
担
よ
り
箆
喜
一
盛
躍
め
ざ
し
て
健
宙
を
つ
く
ろ
う
一
と
一
推
定
さ
れ
る
宮
、
一
蓄
は
罵
一

円
寺
村
@
小
史
特
派
員
記
]
五
月
二
一
に
遇
さ
れ
る
。

ζ

の
日
は
校
長
先
生
出
一
期
閣
の
出
来
る
よ
う
人
材
京
位
の
品
開
曹
一
の
"
一
で
は
一
応
し
ん
ば
い
な
い
が
、
他
の
簿
一

一
一
一
冊
乙
と
し
も
苗
伐
の
一
み
ま
し
た
。
一
一

日
私
た
ち
は
、
布
水
川
の
河
口
近
〈
青
一
県
の
為
不
在
、
井
上
先
苧
が
変
っ
て
一
校
一
を
し
て
い
る
。
と
話
さ
れ
ま
し
た
ロ
ひ
一
骨
柄
引
一
一
虫
も
い
る
こ
と
だ
し
、
念
の
た
め
一

1

一

喜
の
室
長
立
平
塚
室
内
震
を
お
話
し
下
さ
っ
た
。
一
を
お
り
号
沿
惑
を
お
鵠
き
し
だ
一
書
露
に
な
り
ま
し
た
一
皇
イ
モ
チ
病
室
ひ
か
え
華
一
一
一
回
選
望
星
雲
。
一

詩
記
長
日
十
一
時
一
詰
町
民
主
主
的
町
長
一
軽
自
九
時
五
日
一
駐
日
時
間
一

に
害
襲
撃
震
警
の

2
1
警
襲
撃
嘉
応
用
化
学
斜
)
図
書
、
社
全
部
、
祭
器
、
理
化
事
部
、
一
っ
て
大
切
な
待
望
宝
石
室
量
〉
を
警
し
て
ふ
せ
ぞ
。
一
ょ
う
ど
骨
ケ
ヅ
最
盛
期
に
あ
た
る
の
で
一

で
、
校
内
入
口
受
付
で
き
ん
よ
り
一
塁
五
月
一
白
書

T
一
塁
内
義
宣
言
富
山
市
費
喜
一
7
。
襲
警

3
4
2

水
の
一
議
ゴ
マ
ハ
ガ
レ

Z

紫
地
帯
の
加
一
か
な
ら
ず
薬
害
を
す

ζ

と
。
一

雲
祭
プ
ロ
グ
ラ
ム
毒
機
長
生
き
し
て
開
校
、
間
五
年
神
奈
川
一
徒
の
熱
心
な
震
と
説
崩
発
表
に
感
心
一

8
5
2

に
よ
く
警
て
一
塁
土
壌
に
お
お
く
発
生
す
る
豆
電
パ
ラ
チ
オ
ン
喜
一

3
0
0

一

i
i
j
(
;
j
j

一
県
立
平
塚
主
筆
授
と
議
選
喜
一
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
廷
袋
詰
先
一
太
く
丈
夫
な
要
っ
く
り
た
い
も
の
で
一
の
あ
つ
ま
き
を
さ
け
る
こ
と
。
一
譲
二

0
ア
ー
ル
す
き
ょ

o

今
村
氏
設
さ
ん
一
に
移
転
、
二
十
年
七
月
十
六
日
戦
災
で
一
婦
を
い
く
-
も
の
で
、
中
小
室
長
一
す
。
一
③
穂
署
い
し
ゅ
く
宇
自
主
喜
一

O
リ
ッ
ト
ル
る
使
う
。

一
蓄
を
焼
失
し
た
の
で
、
重
要
の
一
観
さ
せ
た
ら
患
い
だ
ろ
う
な
ど
と
思
い
一
章
す
で
に
、
ヮ
ス
プ
ル
ン
蓄
を
と
大
発
生
し
き
と
が
あ
る
。
票
葉
一
一

l
i
l
i

一
神
奈
川
ニ
ユ

一
一
部
長
舎
と
じ
、
富
義
理
一
な
が
ら
、
墓
鑑
賞
、
書
記
念
試
一
て
一
応
病
気
の
予
防
は
で
き
て
い
る
一

7
2
f
o

ボ
ル
ド
ー
液
(
六
一
一
調
枠
制
一

1
2
八

一
員
収
容
宿
舎
等
護
校
舎
と
し
て
幾
多
一
事
長
警
惜
し
み
わ
か
れ
て
き
ま
著
し
よ
う
が
、
念
の
た
め
、
貧
富
吉
蓄
量
量
)
で
ふ
き
。
一
一

I
l
i
-
-

一
語
、
五
月

}
の
繋
昭
一
空
切
担
問
皿
け
二
一
十
八
年
十
一
一
一
し
た
。
代
の
病
掴
官
民
に
つ
い
て
〆
そ
を
と
っ
て
一
④
二
佑
め
い
良
@
態
系
、
主
で
あ
っ
た
に
も
一
一
一

O白
か
ら
間
二
六
日
ま
で
市
内
で
上

映
さ
れ
ま
す
。
内
容
@
知
事
抱
負
を
語

る
、
子
供
の
隠
そ
の
ほ
か
。

n 銘'
瀦

(18) 

富
久
宝
飯

太
平
山
発

。
ぶ
事
正
宗
店

揖
一
報
耳
語
拍
車
に
明
記
撞
い
た
し
ま
す
ノ

第富島号

女
@
大
野
西
部
広
報
委
員
会

今
村
長
選
@
小
沢
イ
子

高
吋
平
高
を
探
訪
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
投
稿
も
あ
っ
て
、
守
固
か
凪
一

日
ら
、
市
内
の
各
高
等
学
械
を
続
け
て
探
訪
す
る

ζ
と
に
し
ま
し
晶
一

一
一
。
表
題
江
南
械
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
車
商
業
務
授
は
三
一

一
宙
介
ず
み
で
す
の
で
、

ζ
の
高
校
シ
リ
ー
ズ
に
は
ふ
く
め
ま
せ
ん
。
一
一

日
特
派
員
は
大
野
西
部
広
報
委
員
全
の
今
村
委
員
長
と
、
小
沢
署
員
一
一

一
噛
さ
ん
を
わ
ず
一
ら
わ
し
ま
し
た
。
品
一

(第三種郵便物認可〉台、

主幹なるエ業校てない教育方針

つら

議
事
誕
務
一

売
買
、
費
支
倍
、
消
費
貸
借
一
当
事
者
荒
方
の
印
鑑
と
印
鑑

遺
言
品
切
に
際
す
る
公
正
証
守
一
寵
明
、
代
議
入
の
と
き
は
委

m
w作
成
対
酢
「
札
口
付
、
定
欽
一
便
状
と
本
入
、
代
理
人
む
印

白
認
読
等
一
鐙
と
応
命
誌
一
明

(), 

e

掲
ま
だ
け
で
も
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
平
塚
駅
磁
口
策
経
口
が
完
成
し
て
ほ
ん
読
者
の
た
め

尽
室
戸
い
蜘
す
。
平
揮
新
宿
後
藤
季
(
-
一
主
婦
)
と
う
に
需
に
な

P
ま
し
た
が
、
震
お
こ
と
わ
り
の
相
談
室
、

刊
誌
伸
之
一
答
書
多
授
の
二
年
生
を
収
容
の
照
閣
議
く
、
問
る
い
告
ら
懇
に
喜
や
か
な
ス
ペ
ー
ス
な
が
ら
と
剖
利
用

3

問
山
住
記
急
し
て
い
る
校
舎
つ
い
て
は
、
本
年
度
暗
い
と
こ
ろ
に
出
る
と
授
が
へ
ん
に
な
者
が
ふ
え
て
い
ま
す
、
義
理
な
る

日
計
星
川
棚
明
予
算
で
応
急
絡
事
雪
量
を
立
て
り
ま
す
。
年
寄
な
長
官
が
あ
ぶ
な
い
き
お
お
ぜ
い
の
人
に
読
ま
れ
る
内
容

手
一
月
~
a
a
ご
摘
業
骨o
て
い
ま
す
。
な
お
教
室
の
内
一
鑑
が
す
〉
で
す
か
ら
、
考
え
て
下
さ
い
。
の
も
の
を
お
よ
せ
下
さ
い
。

山
主
役
職
殺
す
け
た
た
室
内
が
隠
い
の
で
照
期
工
事
童
襲
撃
(
主
導
な
お
、
こ
の
紙
上
相
談
議
は
霊
会

中
山
一
築
審
小
の
校
舎
魚
店
、
主
君
増
設
}
一
事
も
予
く
げ
に
回
帰
含
蓄
し
て
い
ま
す
o
C
投
稿

京
一
実
施
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
答
大
変
色
も
っ
と
も
な
と
費
で
に
つ
い
て
、
警
頴
禁
ほ
し
い
と

昭
一
察
畠
百
小
学
校
二
年
苦
言
、

2
(

学
繁
華
麗
鉄
当
局
と
も
翼
手
。
出
来
る
き
は
、
警
の
広
報
委
員
全
へ
畠

一
く
い
た
ん
で
、
福
さ
援
で
長
・
丈
げ
迷
走
。
趣
旨
に
添
い
た
い
と
穏
下
さ
い
。
投
稿
原
理
一
切
お
か
え

一
で
す
。
何
と
か
今
年
中
に
、
応
急
処
回
圏
西
ロ
乗
降
口
の
照
明
滋
い
ま
す
。
(
襲
撃
レ
い
た
し
ま
せ
ん
。
(
広
報
懲

山
菜
特
約
店

伝王子
説塚 i
発、 i 紅

売大 i 谷
中磯@町

長 j 露
見 j 芸
と ‘ ヨ言

本
宿
〈
電
)
一
会
一
口

平
塚
市
新
宿
九
二
七
番
地

平
塚
市
体
育
館
横
也

場


